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。
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あ
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ヶ
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述
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あ
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あ
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あ
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あ
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取
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。
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菡
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ぶ
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。
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。
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問
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も
の
に
求
：む
る
な
ら
ば
、
其
は
生
命
の 

»

動
力
^
外
.で
は
.管

得

ぬ

:0
.:
A

議
識
す
；

0

も
の
で
も
な
く
、
せ
ゝ
ら
れ
.る
も
の
で
も
な
，い
醇j

無
双
な
る
同
質
1
 

奪

者

W

し
て
の
數
0

を

「

衝

動

建」

ビ
呼
ぶ
々
；

(

B)

序
數
0
は
：時
間o

碁
を
向
じ
ぅ
す
る
所
い
ら
、
時
®

一
 

:
:醫

：は
1«
舰
0
形
式
ー
：般
:{
:

#
へ
ら
れ
る
事
が
^

る
0 

,

.

.
‘數
30
:提

ィ)

數
20
か

-.
?
>具
>

成
は
:,)

數
40
か
ら
降
つ
て
刹
達
：ぜ
&

れ
る
。
邠
ヒ
80
、
40
w
30
ミ
の
間
に
ょ
、
甚

*

の

蒙

1

暴

：

の
f

;#
が
f

て
ゐ
，今

1

意

(

i

) 

.

m

.

 

,

•

.

廣
，i
 

ニ
.其
‘

>



•

I

f
 

1

1

1

 

笫
s

、

ニ 
六
“

降
^

の
«

み」

を
負
；に
胜
質
仰
く
れ»
.
、
數
2 0
:か
&-
-

卦
つ
て
©

頂
上
の
3 0
.对
ザ
^

»
4 0

,

n

s

l

l

^

l

u

 

1

1

^

.

.

素
朴
的
な
る
I

の
自
I

象
徴
.で
あ
る
。
.此

着

の
.悬

は

、
方
程
式
.の
性
質
、
方
程
式
£

線
及
び
曲
f

の 

W
係
.
.一

ょ

ぐ

適

，合

す

^

:「

反
，̂

®
値
ど
し
て
の
勞
働
.ド
は
ー
十
價
格
^

交
換
價
値
ヒ
^
^̂ 

r

一
 

價
狢」 

で
：あ
る
'.
0
拙
稿
七
月
號
へ
八
ほ
號
參
照

:0
'
:
 

'

..
;.
/ 

■

一$

^
ミ
は
0

圆
o

錢
の
事
で
あ
る
。
.從
て(

一
)
#
#

力
o

で
苏
次
S

序
數
o

で
f

 (

三)

時
間
〇
で
あ
る
：
。

B

經
濟
學
に
於
け
る
形
而
上
學
は
貨
幣
論
で
J

。(

自
然
哲
學
參
照)

。經
濟
哲
學
は
貨
幣
の
批判

S

t

。
交換
 

價
値
說
は
經
攀
じ
於
好
る
先
1©
哲
學
.

1
る
々
摘
.格
■

濃

論

：i

霍

馨

養

論

で

；
f

 

o 
.

0

f

0

0

!
 

的

自

囊

で
S

:
經
濟
學
S

I

悟
性
槪
念
：で
あ
る
。
勞
働
I

用
S
:
:經
濟
學
に
於
1

1
石

^

で
ま
る
馏
値V

J

は
憤
格
の
子
孫
の
事
で
あ

る
V

價
値
ヒ
は
歪
ん
だ
價
格
0
馨
で
あ
る
。
.價

値

が

值

将

の

「

子

谓

で

あ
 

办
遊
ん
だ
憤
格
’で
あ
芩
事
を
最
も
よ
く
說
明
す
る
.も
.の
：が

.'「：
社

學

の

法

則

.

」

で

糸

.

,.
•

鸫
濟
ぎ
尋
の
靈
を
カ
ン
ト
の
純
雜
理
性
批
判
に
對
比
す
れ
ば
次
の
如
ぐ
な
る
。
：
 

■
パ 

.
.
C
O

 

'貨
幣
論
.
' .

.

形

而

上

學

.
ニ

(

5

」

§

s
 

. 

-

!

h

:
:'
:

«

:

-:

(

三)

：-

貨
幣
新
論
.

O

フ

ィ

ッ

ッ

の

®

乎
論
參
照)

ll
f -

,

,(

五
;̂
.
.賈
^

論
：

丨

.

.(

六
”

價
値
論■ 

/
.

感
性
論
、「

.

へ
.
.
.
，

.

I

.、

.

(

七)

、
勞

働

具

用

‘，ゃ

厂

，
：
0

1-
以
^J

述
ぶ
る
所
は
*
左
与
田
寄|

郞
氏
著
、
文
化
價
値
迄
極
娘
槪
念
。
經
濟
哲
學
の諸

..

問
題
。.
其
他
。
西
田
幾
多
郞

氏
著
自
覺
に
於
け
.
る
^

舰
マ」

反
省
。
其

他

。

桑
木
嚴
翼
.氏
著
、
'
カ
ン
ト
^J

現
.代
の
哲
學
。.
其
他
。
田
邊
元
及
の
沒 

著
書
■

_

文
o 

.に
負
ぶ
所
大
'で
.
あ
ふ
o 

:

..

、
 

:

.

玉

；

..
:

.-

.

- 

.
"
.
へ 

'

,
7
+
5
=
:
1
2

此
算
式
は
啊
を
意
睐
す

る

や

。
數
は
凡
て
悟
ぼ
槪
念
で
あ
る
故
、
7

も
5
:も
]2
も
悟

ft
'
槪

念

で

あ
る
。
 

7

;1
=

:-

の
算
式
が
成
立
す
る
爲
に
ば
、位
取
々
の
堪
位
ビ
し
て
の
數
〇
を
飛
躍
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。：
從
て
1

+
01
^

.
1'
0 

=】

0

+

^數
が
大
&

ぐ
な
れ
ば
な
る
程
？
フ
で
あ
る
O

E

に

=

 

.

:;;
:
 

7

_
s ,—

^
■
H
l
^
o
o
o

 
-

H

:

:

.
 

5

1
 

§

 

—

 

謹

。

1
2
0
0
0
0

 

—

 

A
 

-
f 

: 

7
0

 

わ50

 

7
0?;
.
—

1
0
0

 

l
e
o
o 

, 

- 

I

d

l
 

i

~

i

l

l

d

i

l

y
 

從
て
又 

7

+cn
n
--

―

讓
 l

o
o

 

•、
 

：
：
 

、
 

.
£ 

s

o

!

~
~

i

で
あ
る
®

に
想
#

す
る
な
ら
ば7

+
5

 =

 1
2

が
綜
合
的
判
斷
で
あ
る
事
を
ょ
ぐ
理
解
し
得
る
。 

(
M
a
x

 

M
u
l
l
e
r
:

 

K
a
n
t
c/
r

n
n
t
l
q
u
e

 

o
f

 P
u
r
e

 

R
e
a
s
o
n
,

 

Sup|>lement 

V
L

 

p. 

7
2
1
°.
:
天
»;
^
策
无
譯
、
カ
ン
：.
K通
-
:
^

.舊

批

判

>

上
卷
"
八
5

。
：柳

弁

和

駕

講
-
批

判

哲

學

，入

門

哲

 

ぐ

,

ン
 

■.
,
^

0

-は
'數
學
的
認
»

に
於
け
る
.

「

物

自

體」

；故
，

：
7 

+ 

5

ー=
ば
の
算
式
に
於
、て
.、
批
判
银
學
者
灰
シ
“
め
來
づ
着
设 

す
-へ：&
點
は
2

) 

S

が(
.io

ナ
2)

で
あ
る
事C 
ニ )

位
取
り
の
«;
位
$
し

て

，
の

零.は
：何
ー
故
に
歡
宛
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら 

ぃ
笫
ニ
十
卷(

ニ
-七
V

，社
#
黎
の
汝g

.

 

-

_i:
ム
‘
5



解 
ニ

銮

(
r
i
d

 

第 

5
 

ニ _

ぬ
ヵ
0

5
凡
，て
の
數
の
始
が
に
於
で
«.
は
何
敗
^
豫
定
せ
、ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が’
.の̂
^
^
^
^ ̂

4

つ
た
で
r

?

bp'
-
,
。

. 

,:
#

臘
人
羅
f

 

I

の
記
號
I

せ
1

印
度
人
の
數
學
的
f

中
.
知
識
の
一
礎
進
.步
に
最
も
貢
献
し
I

 

のs

數
を
H

載
す
る
に
位
の
が
a?
を
篇
し
た
こ
ミ
で
办
ダ
J
O零
及
び
之
に
伴
ふ
位
0 :
原
理

偉
人
J

ャ
i

ッ
タ
I

I

用
S

t

れ
た
.

I
定
f

れ
て
居
る
，
1

S

藏
I

、
；
力
デ
ョ
リ
數
舉
典
. 

講
義
。
.第
二
編
®

1

章
フ
f

の
數
#

。
f

,

:

. 

. 

U

(
I

 )

我
々
は
ユ
ー
ク
タ
ッ
.ド
空
間
眞
に
非
ユ
I

タ
リ
ッ
ド
空
間
を
#
.へ
#

る
o
從

て「

空
間
は
本
來
唯」

つ 

.で
泣
るJ

A

天
驻
氏
^

本

一

一

〇
頁)

V
J

は
限
ら
ぬ
。
ニ
つ
以
上
の
空
間
が
考
へ
得
ら
れ
る
。
而
し
て
夫
々
の
空
間 

は
先
驗
的
で
I

夫
々
の
空
間
は
外
的
直
®

の
形
式
で
あ
ゲ
。(

ニ)

舊

的

幾

l

i

へ
ば
空
間
に
は
冬
り
が
な 

い
，
然
し
無
雇
で
..
*

i

 要

は

な
:'
0
:

S
p
a
c
e

 
is 

g
b
o
&
e
d
,

 

b
u
t

 

n
o
t

 

necessarily 

i
n
l
e

 

A
l
e
f
n
—

て

「

空
間 

は
無
限
の
與
へ
ら
れ
;/
2
る
|

し
て
表
象
せ
ら
れ
る」
：

(

同
上
、

| 
一

.
頁)

S

み
は
限
ら
ぬ
，

ニ
ク
ト
ン
の
f

 

論
參
照
。
§

「

ニ
點
を
.

直
線
は
唯1

2

4

 

I 

s

 

(

同
上
、
一
一
ニ 

W
置

)

は
#

ー
必
然
敗
な 

,^
®

て
な
U

。
必
然
的
な
命
題
で
は
t

s

i

Q命
題
で
は
な
ぃ
。(

四)
「

空
間
の
觀
念
性
を
到
塵
す
べ
く
も 

な
い
例
瞪
-に
.ょ
っ
て
■

せ
：義
す
る
考
の
起
る
s

 

、一

I

X
胃)

」

し
た
力
ン
ト 

4

?

批
判
し
な
か
っ
P

O

C

W

:
 

2

二
三
5
 

i

義

ろ

_

0

£
て
與
へ
ら
f

で
I

,

正
し
’
<
は
時
間
〇
£

て
與
へ
ら
る
I

で
あ
ら 

い

形
式x

ど
は
、
何

等

か

農
U

を
I

て 

一
»

一
 

の
形
式
的
關
係
を
な
す
も
f

佤
し
、
X

の
値
を
限
々
な
ぐ
增
大
しv

行
け
ば
i

は
限
り衣

..

く
減
少
す
る
，即
ち
I

f 

. 
^
-
=
0

此
.零
'は
^

あ
るV

J

考
へ
ら
れ
る
。
X
の
値
をO

V
J

 

S

ど
の
間
に
取
る
に
從
て
±.
>
<はs

ど
り
の
問
を
1

^
す
る
べ
^

上
、
"1
«

^
 

理
性
打
,

‘
先
驗
的
原
理
論
-
第
_
!餅
，.、
先
驗
的
感
性
論
‘
' 
及
び
，第
::
,
部
、
先
驗
的
論
理
學
、
の
附
條
、
反
省
.概
念
_の 

多
義
性
に
就V

。

參

照

。

天
，野

氏
_

本
四
三
六
頁
以
ド
。

^

:̂-
;ぺ
_

1
互

K
a
n
t
V

 

Critique, 

pp. 

2
1
2
.
2
3
7
2
)

 

.

a

j

K

l

e

s

x

五〉

上
々
一
；先
づ
沐 

魂
代
の
數
學
自
然
科
擧
文
他
科
學
を
滿
甩
せ
し
む
る
爲
、

カーv

ト
の
批
判
哲
學
に
は
タ
ィ
ブ」

1
ッ
.ッ
.の
單
チ
論
が
加
へ
，：ら
れ
な
.け
れ
ば
な
ら
^
。

.ァ
ダ
ス
ト
ー
ト
ル
の
.非
科
學
.的
空
：想
は
ニ
千
艰
の
間
世
界
を
.支
配
し
た
。
'
ゥ
卜
シ
.の
：不
幸
な
粒
子
說
は
マ
世
紀 

の
間
光
學
の
世
界
を
暗
ぅ
し
た
，
ぐ

」

も
言
ひ
#

ら
れ
み
1
。

(

-
戶
W

藏
氏
！I、

方
ジ
ョ
リ
物
.理
學
史
講
義1.

四
，六
頁
參
：
 

照)

o L
o
b
a
c
h
e
v
s
k
y
,

 

B
o
l
y
a
r

 

S
共
に
#

ユ
ー

ク
ジ
ッ
ド
幾
何

學Q

創
始
者
の
中

に

歡

へ

ら

れ

るnari 

F
r
i
e
d
H
c
h

 

G
I
S

 (
1
7
7
7

丨 
100
5
5

)

は
.力
シ
ト
，铒
學
'■の
.影
響
の
：爲
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
‘何
擧(:
對
し
.て
敢
セ
.不
信
の
態
度
を
公
に 

す
る
を
避
け
た
^
言
は
れ
て
®

る
。

. 

-

.
ン:
J
.
•
• 

.

.'
■
■.
'
•
.
■lし 

U
V

も
の
を
知
る
は
典
味
あ
る
が
故
で
，あ
る
o
-
.興
味
ぁ
る
が
故
^

も
の
を
知
6

又
'知
ら
得
も
，o
何
等
か
の
意
味
に
於
け 

る
或
る
：1
つ
の
典
味
に
棊
で
、
放
の
典
味
を
有
ず
る
も
の
の
立
場
か
6

で
は
，
#

ブ
し
で
も
兄
逃
す
箏
の
出
來
ぬ
も 

の
：•か
興
味
の
對
象
ど
し
て
集
め
&
れ
る
ぶ
興
味w

言
ふ
は
ー
.
の
心

31
現
象
故
,*
|@
;

に
何
翰
か
：の
«1
>
,
の
對
象
で
あ
办 

得
る
。
循
環
論
法
に
陥
る
を
避
く
る
爲
、
毫
も
或
は
®

く
迄
、
意
識
i

な
6
ざ
る
.興

味

，が
、

認
_

の
.爲
R

豫
定
せ 

鳴

-

*
興
：味

な&
ぎ
る
興
味
，
循
環
論
法
に
陷
る
を
防
ぐ
爲
ば
：豫
定
せ
.
Sれ
た
興
味 
>
.を
.！！
識
主
植
ミ
霄
ふo

A
*
.
.
l 

」

锻
ニ
十
傲C

1
,

九)

社會称學の极則，

 

第4

猇
一

【

九



微11

卞

卷(

ご
5
.

)

饕

■

の
法
則

爲

に

は

是f

 

f

 

6れ
f

 

S

ぬ
I

 

S

I
味

で

、

麗

盡

は

"

ァ
ブ
ジ
ォ 

1
、

c
> J

M
 

我

々

は

コ

べ

ル
J

ク

德

つ

て

の

み

地

球

の

運

動

を

論

f

 

_

海

、
2

凡

て

の

星I

動

の

中

心

で

ぁ
I

る

パ

經

濟

學

货.け

る

興f

妾

 

^

ァ
フ
リ
ォ
リ
な
る
典
味
は
〇
圓
〇
錢
の
貨
幣(

序
數
〇)

で
ぁ
る
。一

般
的
な
る
興
S

 0
(
1
0
)
1
2

i

l

p

p

l

l,
■

す

る
 

I

f

。

g

i

f

 

i

 

の 

i

f

l

こ
“

^

“

味
^

し

て

タ

心

理

學

的

興

鸣

物

义

產

ふ

。
慕

麓

味

は

觀

念

f

興
味
結
局

H

o

p

 

f

Mふ

先

つ
I

I

の
興
味
に
t

、
經
濟
哲
學
體
：系

を「

物
の
科
學
の
部
門」

ビ

「

人
の

.
H
1む

〃

つ

。

物

S

學

齊

W

M

U

r
。の

§

を
|

せ
し
む
I

、
物
の
科
學
部
5

自
然
科
學
|

的
科
f

 

I

ぐ1

ふ

し

人

I

部
門
の
經
濟
學
を
物
的
科
學
に
政
治
學
を
人
的
8

に
f

。
慕

的

興

味
S

し 

こ

味

は

f

念
的
な
る
典
味
S

I

气
物
の
科
學
g

l

け
I

 

ょ
.

八

J

r

f
 

i
け
る
觀
今
岛
典
味
は
社
會
學
に
集
I

。
物
の
科
學
部
門
に
.於
け
る
舰
念
的
興
*

ぃ

1
薦

_

_

聽

麵

I

濯I

.

^

.

h

r

l

n

n

論8
擧
は&
的
澄
系

J
..-
-.
^
u
r

'l
l
l
n
m
w

S

人
I

系
。
物
的
體
系
の
I

學
S

I

物
的
f

形

式

謹

學
'

I
的
な
る
I

I

人 

學
は
、
物
的
な
る
®

8

V
J

人
的
I

歷

擧

V」

に
分
た
れ
る
。
表
示
す
れ
ば
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

.
慕
的
興
味
に
逃
く
も
の

 

.

:日
農
驗
の
興
味
：

C

も
の

.

.物

的
' 

, 

,

S

論
现
繆
體
系
.八

.物
的
、
形
忒
論
现
學 

人
的
、
數
學

」

.

⑴

物
の
科
摩
部
門
|
、物
的
’
自
然
科
學 

人
的
、
"
心
理
學
く

入
的.

(

ニ
V

社
食
學
體
系
一

八

€

人
の
科
霞
門
|
八

物
的
、
細
濟
學 

B

人
的、
.
'
政
治
擧

：：

一
物
的
：、
，
偸
现
療
：

：
：

一

人

的

、
歴

此

筚
.

.
形

而

上

學

的

興

哝

は

，日

ノ

經

濟

の

興

味

、

哲

學

的

興

味

f

凡
で
の
興
味
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
む
る「

成
る
者」

 

に
i

此
典
味
の
，

、都
f

追
求
を
I

し
て
、
純
#

理
性
批
判
が
存
在
す
る
。
：«
鐘
性
批
刺
に
_
て
認
論 

の
#

丨

は

却

：£
,
訊

す

る

.主
卿
V
V其
に
_

立
す
る
當
，の
對
象
が
與
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な 
>ら
ぬ
^

0
覺

せ

、
ら

れ

る

。

|#
性 

.論

ぜ

威

®

論
ビ

•

か成
立
ず
る
。
純
粹
理
性
批
啊
に
菽
て
自
覺
せ
る
哲
學
P

系
を
先
驗
哲
學
e
言
.ふ
で 

論
記
顚
表
め(

一
)

の
論
理
學
體
系
は
二
般
に
悟
性
.論
の
體
系
で
ぁ
久
ニ)

の
舭
#
學
體
系
.ば
滅
饨
論
の
體
«

め 

る

#

旨

示

を

撤

庇

し

：
て

(
1
〕

の
<

形
式
論
攀
は
悟
性
的
鐘
學.

(
I )

のX

數
學
.は

懂

的

篇

學

。(

ニ)

Q

A
 

偸
0
擧
は
摄
的
社
$

.( ！ I
)

の
B

.歷
史
學
は
域
.性

的

社

會

學

：。：

⑴

の
A
自
然
利
學
播
性
的
：i
物
の
科
學J

 

の 

,
1、ん
馨
は
感
饵
的「

物
の
科
學
J
n
.
g
の
A

經
濟
學
は
悟
性
的
.

「

人
_
®科
學」

.
③
の
B

政

治

學

は

，感

挫
.的

，
.：

r

人
の
科 

學
V

ど
な
る
。(

「

><
.ニ)

は
锊
學
的
興
味
に
*

ぐ
も
の
(1
)
(2
)
は
日
.常
.經
驗
0
典
味
代
基
<
も

の

で

ぁ

き

. 

«

俞
學
微
系
は
論
3!
學
體
系
に
對
立
す
る
一
ヶ
»

立
な
る
認
識
體
系
故
、
其
は
細
立
な
：る
#

性

論

：ビ
，威

性

論

ミ

を

1

’屮

卷(
一
!

云

.
I

I

I

 

- 

S

 號 

一
 

5



第1 .1
十
#
 

(

へ
ニ
三)

て
-象
驗
の
法
職
. 

.

‘ 

第
，一
鱗 

一
ニ
ー
一 

有
f

 

’
低
し
^

i

i

l

る̂
々
感
性
的
な
對
象
«
、
自

摄

_

糧
を
反
省
し
て
解
放
凑
れ
»

自
#

0認_
 

職
-素
f

鐵
す
る(

現
§

參
照
5
ス

解

放

：せ
ら
^
,た
威
性
的
び
對
象
釭
具
體
；的
^

ぶ
：o::

對
象
與
體
的
社
會
に 

對
卞
る
主
觀
釔
^

證

的

主

觚

或

ば

實

踐

理

：性

ミ

霄

.ふ

、
此

場

合

め

認
_

|:
於

て

：：

「

相

對

猙

：
は

諸

範

疇

の

：上

冬

録
 

か
’れ
、
へ
ニ
ら0;
暴

.の

.形
式
电「

時
間
.，
は「

空

間」

:'
の
.上
位
に
»

が

れ

る

：。
、

.具
體
的
社
會
を
敢
-.
%
外
的
«
飩
の
_
 

式
に
表
現
す
れ
ば
弗
：ユ
.

1ク
y

,
ド
的
，-ミ
な
：る)

支

4デ
-:
ッ
-グ

0.
取
子
論
：ば
此
I

解
を
_

足

密

.め
る
。

感
，性
??
;
-
‘
サ
ッ
ヶ
？
リ
の
猶
角
の
假
說
、
悟
#

を
鈍
角
0
假
設
(:
ビ

れ

ば

：、

「

認

親」

ば

蔽

狗

の.假
設
：で
あ
る
.，：
.°(

一) 

i

u

l

,
社
書
學
_

系
は
銳
角
、
認
識
論
は
廳
两
、
の
假
設
を
取
る
。
：.

C
I
B

物
の
典
味
は
鋪
诉
、
人
の 

典
^

は
.銳

气

®

學
的
興
味
，は
直
角
"

の
©

設
を
耿
る
。(Ilf)

今
构
然
科
學
ぼ
.鈍
^
,心
a
擧
は
銳
角
、
B
形
式
論
'

馨

は

饗

數

：學
ば
銳
允
V 

X

C

)

論
理
學
は
資 
> 
の
®

馨

.

f
。
.

i

A.、
經
濟
學
は
：鈍
灼
政
治
學
は
銳
巧

3
偷
现
學
は
鈍
角
，歷
史
學
は
銳
角
、
€
社
會
學
比
«

^
、
の

.1
3

設
.を
取
'る
.
6
,
: 

‘ 

.

. 

’ 

數
學
が
ー
ヶ
獨
立
の
科
學
ビ
し
て
鈍
狗
商
角
銳
佝
の
ー
1
|つ
の
假
設
を
収
ぅ
、
楕
圓
的
幾
何
學
ユ
ー
ク
9

ッ
ド
幾
河 

學
双
肋
線
的
幾
何
學
の
三
.つ
が
存
在
す
る
辦
は
旣
に
示
さ
れ
て
居
る
。
經
濟
學
に
於
て
7
 

©

者
は
鐵
タ(

、〕

交
摘
#

は
蔺
%

の
.假
設
を
耿
る
事
も
.確
か
：の
.檬
で
あ
る
。
自
，然
科
學
、
心
理
學
、
論
理
學
、
政
&
: 

學

倫

理

學

、
歷
史
學"

.社
命
學
も
夫
々
一
ヶ
獨
立
の
科
學
ど
し
て
.は
、
鋪
詞
親
^

直
^

の
三
つ
の
假
設
を
取
6
得 

る
。
各
個
の
科
學
は
夫
>j

ヶ
の
單
？

あ
る
。
何
れ
の
科
學
を
取
な
も
認
識
0

點

に

^̂ 

I
n
l
r
e
n
c
e

で
あ

1

C. .
1)

論
理
擧
的
良
.齊
參

j
-
,
y
~
4
^
l
r
r
i

、-
-
v
-
;
;
-
T

v~」

A
I 

j
-
- 

i-u 

-
-
£ 

m

l

.
>
:
»
-
j 

-■-■ 

J
3
T
V
B
3 

4- 

i- 

s
- 

-̂ 

a-9̂

しo
i
〕

af
c

#
學
的
經
濟
學
‘(

靜
的
軌
敗
>
‘
.
非
進
化
的
，

1化
的
翁
寐)

バ
三)

，形
式
_
:
- 

.
' 

9學
的
經
濟
學(

四)

數
學
的
«
濟
學(

五)

偷
理
學
的
經
濟
學(
六

：鹰
史
學
的
經
，
 

濟
擧(

文
化
科
學
ど
し
て
：の
經
濟
學
參
照X

七〕

自
然
科
學
的
經
濟
學(

生
物
學 

的
、
物
理
學
的
經
濟
學
參
照>

 (

八)

.心
理
學
的
經
濟
學(

九
}
政
治
學
的
經
濟
爭 

.

(

十〕

本
來
の
經
濟
學
o
i

( 

f
)

ょ
.A

十)

は
大
約
在
來
の
經
濟
學
諸
派
を
彼
し
て 

:.
'
:に
居
る

0圖
表
參
照
。 

.

: 

:

.七

,
哲

學

上

，
の

，問

題

6
.田
邊
元
氏
_著
>
«'
理
哲
學
硏
究
。
第
セ
章
ぁ
空
間
の
連
纘

■■;
體
系
名
連
動
。
#

照
。
：•ノ 

:
:
.
へ
:'
:

:

,

,

ニ
分
問
臌「

汝
は
有
限
時
間
に
無
限
歡
£

を
她
過
す
る
事
ば
出
來
ぬ
， 

汝
は
全
距
離
を
通
過
す
.る
k

*
だ
ち
其
半
を
通
過
：せ
ざ
る
.可〕

か
；

6す
、

又

〔

之

を

通

：渦

す
|

ぱ
窮
ぼ
教
带
を
通
|
ナ 

ざ
4

ベ
か

6t
此
f

限

り

な<
續
ぐ
に
凼
义
任
意
の
空
間
に
無
限
數
の
點
f

る
i

i

な
\

有
限
時
間 

に
無
限
»

の
點
を
一
つ
‘
*-
*
つ
通
過
ず
：る
：事
は
出
來
き(

前
揭
眷
H

ニ 4

ハ
頁)

此
所
論
_

馨

；馨

：の
法
]|
(
、
第
一
一
部. 

第4

則
を
表
明
ず
る
。
第
二
部
第
二
則
に
侬
れ
ば「

部
分
は
全
體
に
讓
し』

き
故
、，一
：
足

時

間

例

へ

ば
T

時
聞
に
無
へ 

限
%

の
點
を
.通
過
し
得
る
’

第
一f

部

塞

一

則
の
.助
^
籍
れ
ば
，
”

”
小
な
：.る
.時
間
例」

へ
s

H

^

-r!
:
-
:時
.問
に
'無

限

救

の

'
、 

點

を

通

過

し

得
4

。

二

分

問

題

の

硏

究

：
に
當
つ
て

' は
、
デ
デ
キ
シ

ト
の
切
斷
ス
㈡
，、

I
n
t
r
o
d
u

. 

tion 

to

M
a
^
e
m
l
a
I
_
y
o
s
o
p
h7
'
c
h
a
p
.

7s
特
に
：pp

.

致70
,

宮
本
鐡
之
助
氏
：,

數
现
哲
學
槪
論
、®
七
章
、
公
理
數

C

 
ニ U

1
D
.

科
乳
CD
-
.取則
ド 

笫
i

L
 

1
1
1
H
V



'
.第
二̂

卷

C
H
1

四)

■社
會
科
學
の
椒
則 

：

J'
r

J

H
 

^
.
1
- 

^
S
K
O
. 

v

‘ 

：

一
，
|

/'
;「

ァ
.ヒ 

s

•，れ
^

^

I
。‘
然
る
に
其
時
に
は
.
f

若

于

翦

し
i

も
0
其
够
n

ス

襄

g

f

蜃

を

け

5

f

'ず

し

J

は
復
其
前
に
進
ん
で
ゐ
る
。
斯
ぐ
し
て
ァ
ヒ
ド
ス
は
龜
2

々
接
近
し
2

而
I

f

 

I

な
い」

P

上
r

夢
は
社
會
莽
學
の
法
則
寧
二
部
第
二
則
を
表
明
す
る
。
第

1
4
观

暴

び

第

馬

の

助

を

锘

铨

、
.
ァ

故

レ 

•
ス
は
振
{;
追
.ひ
着
§
11
1
,に

ぼ

追a
拔
.く
。
 

>

 

.

;

•

(

三)

飛
f

題
^
飛
矢
は
靜
止
し
遵
る
：。
何
ど
な
れ
ぼ
爾
一
彥
位
辑
を
占
有
f

時
ば
.其
.は
f

f

:。
 

:

r
し
I

行
す
る
矢
は

#

瞬
時
に
於
て
常
に
5

0.
位
置
を
占
有
す
谷
。：
其
故
其
は
運
動
す
I

は

出

來

ぬ

」

。

(

同
 

上)

/
^
:
F論
は
.社
*

黑

の

法

則

第

一
.

m

第

ニ

則

裏

明

す

る

。

第
一
：
則

及

'び
第
三
：則
の
助
を
癖
れ
ば
矢
は
幼
く
、 

る
。
7

ン
ス
タ
イ
ン
の「

光
速
度
不
信
假
定
S

特
種
I

s

f

 

i
般
相
對
性
I

へ：
i

f

.

'

 

.

.

. 

.
'
V

' 

: 

.

.

.

.
 

■
■ 

■■

:;(

四)

';
並

瓢

間

題
',
*.

::
:

N

 

.

ド

を
 

\

-o
:

o
〇
o
 

I
I

 

A

 

0

0

0

0
 ゾ 

' 

:

.

■

「

B

o'
0

0
 

o
 

—
>

 

;
 

B

 

O

 

o
 

Q
 

o
 , 

'

0 

t

l
 

0 

0
-
0 

0 

C

 

O

 

O

 .
Q

 O
 

f
 
一
vl
i

の
如
ぐ
平
行
に
三
つ
の
物
體®

列
か
I

‘。
其
實
は
靜
也
し
、

^

過
し
た
,
I

に
.な

る

。
：：
«

故
5

が
?(
:

を
：通
過
す
る
時
間
:̂
:
<
:を
：敏
過
す
.

^

_間
の
11

倍
の
、譯
$

あ

戈
V
然
る
k
 

B
v
a
o
f 

C

克
同
' 
一
時
間
：で
、
A
:に

對

し

笫}
曆
位
資
か
も
命
の
.漱

视

の

灌

鲁

す

る

。
其
故
ー
|
倍
0
:時

，間

ビ

銮

分

ビ
 

等
し
く
な
る
し
ノ
三
ニ
七
息
此
所
論
は
先
づ
社
會
料
學
の
法
則
第
一
部
第
二
則
を
表
明
す
る「
同
じ
も
办
に
f

き
'
. 

毛Q

は
栩
等
し
か
ら
ず」

次
に
绝
ー一

部
激
1

ー
則
を
表
明
す
る
：「

部
分
«

全
?|
.̂

等
し
|

」

。

7

: :

經
濟
學
の
問
題
：

;

•
: •

.
ぃ. 

;
:
• 

• 

.

.

.
’

■

.’
：
.
.
：
.
« 

■ 

. 

: 

. 

■ 

>

(
一
)

.

.

.消
鹰
者
の
汝
場
か
ら
。
消
費
者
はK

ッ
ヶ
ー
リ
の
銳
M

の
假
設
.を
前
提
ビ
す
る
。
從
て
社
#

科
學
の
_
則
第 

1
1

部
第
5

を
I

。(

八)

生
產
は
不
斷
に
增
大
す
る
然
る
に
拘
欲
望
は
常
に
生
產
ょ
.

C
S

も〖

V
增

大

す

る

。

如
和
.に
健
胸
な
る
.ア
：；.ヒ
.ド
ス
<
生
產
>
も
烛
欲
隹
<

«
す
：る
愈
纖
な
る
_
ギ
は
永
久 

a

圯—

は
事
實
で
あ 

る
-.
o

欲
期
は
無
限
セ
身
る
ボ
考
ぶ
令
れ
て
雇
る
。：

然
I

.
欲
絮
_
视
實
：に
：
！,
«觀
足
：せ
4

れ
て
居
.る
.し
交
S

:、
 

成
立
す
-る
。

こ

分

間

題

は

現

實

に

存

在

す

ゐ

：如
し
て
'
現

實

.(
:

1
翻

a

X

交
换
者
の
立
.

か
&

o.

交
|

は
ナ
‘
ッ
ヶ
|
.
ソ
の
直
嗍
の
宿
設
を
前
提
ミ
す
么
パ
從
て
ま
會
科
學
の
&

則
第
ニ
' 

す
维1

1

却
：をV

J

石
U

池
«

者
め
欲
望
似
無
限
で
あ
り
刻
々
に
變
化
す
る
。
生
產
は
多
岐
で
あ
り
生
產
カ
は
刻
々

k

變 

化
す
.る』

管

k

交
換
者
の
.立
4

ら
で
は
生
產
名
消®

|

形
式
:^
一
 

•

一
の
關
儒
I

す
o

部
分
は
金
饋
に
等 

し
.。
’
飛
失
^

靜
北
し
十
-
展

;5

0

.

.
'
.
.
:
.
ノ

 

：：……

.

■

.
 
i

Q

U

生

產

者

の

立

場

か

茂
^

漉

者

は

，
ァ

ッ
>

I
ド
の
_

知

.0
假
觀
を
前
'提
ミ
す
令
。
從
忙
.|1
:
會
料
學
：0
.法
則
第
.

ニ
部
第
三
別
を
：f

:
。
激
為
米
來
：の
理
想
，

.'
*

限
な
る
欲
紫
は
遺
に
な
&

P

。

*

在
.に
立
つ
て
居
る
。
從
て
常
に
生
命
の
過
剩
を
意
識
す
る
。
彼
等
の
立
場
か
ら
で
は
、
部
分
は
全
體
ょ
り
も
.大
で
*

,:
1

1
ナ
#

5

1
五)

社
會
擧

•'
<

?

>

法
#

 

. 

名 
i

 

ニ
ー
五

.



笫13

基

(
I  n.

六)

社
會
科
學
の
法
埘

0 I-

跋

1
1
1

六

..名
プ 

：

(

0
•'
-
_
經
请
學
一
,
般

に

於

ヤ

.
。

'.

經
濟
人
の
ぶ
潘
か
ら" 
'同
じ
％
0
.
化
等
し
き
も
の: «
相
等
し
6

平
行
線
の
.公
準
.の
股 

:

定
。
生
錄
者
消*

者
の
^

場
か
&

、
1

.

も
.の
：に
.等
し
為
も
の
は
相
等
し
か;£
^
。_

平
行
線
の
公
準
0

否
定
：®
他
し 

r

ケ
:0

例
外
が
あ
る
。
交
換
者
の
立
場
か
ら"

同
じ
も
の
に
等
し
き
も
の
は
相
等
し
。
平
行
線
.の
公
準
.の
楚
！

r

文 

f t

人

は

，
般
に
ア
ヒ
ビ
メ
で
あ
る
，。
其
：の
健
脚
に
拘
ら
ず
龜
に
追
着
き
得
ぬ
：。
部
分

.は
：全
體
ょ
り
も
小'で
あ
る
。

'

>

«:#
m

科
擧
に
於
け
る
問
題
V

V
い

「

佌

會

科

學

の

法

則

經

濟

學

か

：ち

出

：發

し

X

立
て
.
&

n

a

#法
則
.で
あ
る
が
、
.社
%

科
學
上
の
餹
問
II

を
解
決 

•■
^

る
；
に

役

立

づ

。

.:
:
政
骀
擧
は
§

け
る
自
曲
傘
等
個
人
社
俞
國
象
法
;;
#

政
黨
議
會
主
權
其
他
。
社
會
學
上
に
於
け
る 

®

心
理
稞
象
生
物
摩
的
現
象
動
.的

鑛

史

：的

文

化

的

現

象

及

び

®

龠

論

密

偷

理

學
ir

於

け

る

善

美

道

德

其

他

"

歷

逝 

學
に
身
け
名
典
縣
«

實
'«

値

理

想

其

他

。
，
は

皆

ょ

く

社

脅

料

學

の

：法

則

に

衣

て

|!

解
し
得
る
ょ
ぅ
に
見
え
る
。

パ

.

八
：
.

■,
數

學

，土

：の

問

題

。

'其

の

豐「

‘
：

.

ニ

次

方

程

式

見+'
か
5
: 

+ 

0 

= 

0

を
»
け

ば〔

-
0 

«

<
1
 

丨
cr
l
<,
b
w 

1

4
a
c

.b
±

v
 

b
め I4

a
c

 

0
ら

(

ニ

<
| 

I
'c
r
+
<.
b“
l
4a
c

I 

—

,こ
、！ 

. 

-̂

-

-

-

-■•或

は

從

，て

(
I
〕

よ
6

同
じ
も
の
に
等
し
さ
も
の
は
相
®

し(

二)

よ
ぅ
同
じ
も
の
に
等
し
&
も
の

,
,

_ 
圓
 — 

 ̂

. 

■ 

. 

■

は
相
等
し
か
ら
ず
。
高
次
の
方
程
式
ね
此
の'勢
•を
.强
ふ
す
$

 

. 

.
。̂

1
雜

上
0

任
意
.の

：1
癒

を
0

、
o

ょ
り
：
一
方
の
方
向
へ<
を
^

^

<

^

«反
樹
の
方
向
に
八
.に
等
し
く
~
を
肷 

れ
ば》

队
ミ
⑷
ビ
は
絕
對
攸
に
於
て
相
等
し-。
、
但
I
.
.方
.向
を
與
：比
す
る
從̂

^饨
賀
を
異〗

に
.す
，る
1^
相
等
し
か

第

一 .

.圖

。
3P
を

^

徑
 

>し

す

る

半

圆{:
於
て(

一)

同
じ
も

Q
^
i:
等
し
さ
も
の
单 

:
-
C

0

は
招
等
し
。
很
し
^
せ
だ
ど
は
方
向
を
異 

に
し
從
て
性
質
を
.異
に
す
る
故
相
等
し
か 

ら
す
。
0

0

同
じ
も
の
動
徑
3 ?
に
等
し
さ

4

OP
,

OP:i

は
相
等
し0 N

但
し
同
じ
も
の
0 ?
に
等
し
さ
も
の
掰 

は
相
等
し
か
ら
ざ
る
が
一
般
で
ぁ
り
相
等 

し
き
は
：特
別
な
る
揚
合
に
限
る。f (

三)

O T

i;
取
る
場
合

「

同
じ
も
の」

を
OR
、
OS 

」

も
同
じ
。(

s

g

s

w

yは
絕
對
値
.に
於 

て
相
等
し
。
但
し
方
向
を
異
に
し
從
て
性 

質

を

，
異

；に

す

.る
故
：相
等
し
か
ら
す
。
以
下 

飨
ニ
圖
。
^

^

は
動
邂
讲
に
相
等
し
。
 

i

v

i

從
：て
價
格
：.の
立
.
.か

ら

、
部

分

，は

余

體

R
等

互
に
相
等
し
き
0 1
\

ど
P.
V
J
の
供
給
は
相
等
し
か
ら
す

」

し
0

(

六)
o

p
l

=
o

?
〇

p
「

o
p
:

栩
等
し
。
互

に

相

等

し、

o p
.
,の
供
給
は
相
等
し
か
ら
ず
。

M
2V

P
1M

,

從
て
價
，格
の
立
場
か
ら
、
部
分
は
全
體

.よ
々
も
火
で
あ
り
得
る
。(

七)

„

°9A
A
、//N

iN
、

y

す

第
二
屮
卷(

I 

ニ
七
V

:
社
脅
科
學
の
法
則

m.
: I  

號

S

七



鄉

.一
ー
十
卷
.

(

.ニ
ー
 
八)

社
會
科
學
の
，
法

則

.

S

.
號

，

1
1
ー <

れ
栻

Q

^

H

Q

K

T
、
©

を
通
ぅ
认
に
非
ク
リ
ッ
ド
的
に
平
行

な直

.線
^

^

を
引
さ
且

p
Q
'
N
L
f 

Q
N

ヴQ
N

ミ=
Q
N
'

 V」

す

.

.

.
,
1 

 ̂

2 

—  

;

—

:

N
i 

£
n 

Q

ぺ
Q

ょ

,̂
鄭
分
は
备
體
(:
等
し
。
g

、
QN
2
、
QN 

.ょ
り
0

^
は
全
體
ょ
り
も
ボ
で
あ6
得
る
尸(

以
h
拙
稿
、
«

格 

及
び
價
値
の
幾
術
學
的
硏
ま
參
員
、

(

八
..

)

效
用
於
la
]
®
ミ
な 

る
時
> 
部
分
が
全
體
に
罾
1
き
*

=
部
.分
は
全
體
ょ
、
も
大
な 

る
事
は
勿
論
の
祺
€

せ
，ら
れ
る
。■
以
上
與
へ
ら
れ
た
'圆
を
内
，に 

向
つ
て
反
省
し
向
覺
し
た
部
合
で
あ
る
、。

2
佝
闽
數(

成
は
圆 

豳
數)

は
_

め
て
布
用
に
1

え「

る
。
三
^

面

數

ど

は

"

動

徑

げ 

(

儇

格)

の

展

開

即

ち«
0

,の

變

化.に

從
.て

起

る

所

のa

/
op

op(

價

格)

4

 (

供

給
>

1

相

對

的

麗i

弦

(

價
格)

ど
^

(

雷
要
^

ど
の
栩
對
的
關
係
、
正
肢-.
3
 

0

C

I
 (

三)

O M(

供
給)

ビ
灌
：(

需
要

〕

ビの相

.對
的
關
係
'*
正

切
l

i

t
 (

四5

 

M 

■
嬰)

V
J
M

 

(

供
給)

せ
の 

相
對
的
關
係
、
余

切st
a
n
g
e
n
t

 

(

五
>
§

ど
0 ?
ダ
の
相
對
關
係
'

正

割s
e
c
a
n
t

 

(

六
：

)

M 

V
J

O P
ビ
の
相
對
的
®)
係

，
 

$
 

n
o
s
e
c
a

 

 ̂(

以
上
筇
：ー
：圖
第
一
象
眼
參
照

)

を
示
ず
も
の
で
ぁ
る
。

0

一
 

象
服
に
於
て
、；
00
1ロ0
“

^

從̂
て
，S3*
G

は
正
* 

Gが
"
0ょ
ぅ

90
°

ま
で
增
大
す
る
に
從
て
を
0

は
り
ょ
ぅ 

t-i 

ま
で
增
大
す

る
.
'即
ち
：

sin.Q。

" 

0
» 

: 
*
.
A
: 

:
s
i
n

 9
0。

n 1.
C
O
S
G
H

 

で
增
大
す
る
I：
從

てC
O
S
G

 

.は
1

ょ
：

~
c
v
o

ま
で
減
少
す
る
.
'
即 
ち

3o o
S
S
G

 

は
花
、

o
l̂

Q 
ュ
ク
，
90
ま

P
M

V

:
c
o
s
_
9
9
=

〇
. tanQ.:

|
II
t

l

從

て
f
 G

は
IE
、
G

が
。0

は
カ
90
*

ま

で

增

大

す

る

に

從

て-^
P
Q'
枓
0

よ

心
00
ま
で
增
大
す
る
o

即
ち

I
O
O
M
M

O

 

<

i

/

I
 

9
0
。=

:
?

 

c
o
s
e
c
p
l
G
r
g
t
p

 
は
*

々
' si

n
p

敏
ニ
象
眼
に
於
て
说
は
價
格
、
™

は
.供
給
の
犯
、
0M
は

麗

の

負
，
/S
 
=

_

は

丐

G

がb
 

i

 

b

ま
で
增 

大
す
る
に
從
て
SS*
G

は

1よ
6
0
ま
で
減
少
す
る
o

即
.

1ぎ
co
o
i 

.

.

. 

w
v
.

，
：
s
b
1
8
0
。"
0(
ー
 

負
、
G

が
90
°
よ
ぅ
18
0
°ま
S

大
す
る
に
從
で
，
1

は
。
よ

4
1減
少
す
i

即
ち
§

_
 
= 
0 

O
S 

s

=ム

.

|

"

_は
負
、
裳

|
義

|
-

で
き
大
す
る
に
從
て
I

 

S

の
絕
對
値
に
於
て
r

 

::

ぅ
〇
ま
で
減
少
す
る
ノ
從
て
ぎ
^

の
値
は
^

^

ま
^

^
き
大
す
る
ゥ
即
V

叶S
 90* =

 8

 

. 

•
: 

A 

: 

ニ a
n

 

s
o
o

 ̂

0
.

 

c

o

l

, 

s
e
e
p

 

c
o
t
G
:

は
夫 

5

は
：是
に
準
ず
。

.

:■
: 

. 

. 

•

價
格
が
ぶ
の
中
點
即
食
に
定
ま
つ
た
揚
合
P

0

A

1

5

*
從
てs

 =

 sfn 

4
5。 =

_
1
,
C
O
S
G
U
C
O
S

 

4
5
。=

■ 

. 

.1

,

わ

!̂
!
.
從

て

償

袼

 

'の
立
場
か
ら
免
た
需
要
ど
供
給
マ」

は
ム
對
ー
の
圓
係
を
な
す
ぐ
即
ち
^

£

"

^

1

^

"

|-
.

弋
出
、合
成

.

.
.
.

 

.

.

'■
'
- 

.

'

. 

.
■■

'
;:
.、

.
,
:::
:
:<l
w
 

.

は
需
5

立
繁
ら
見
て
|

4

5。=
1

,§
4

5。=
ド
從
て
'
|對
£

の
定
ま
る
點
が
AB
の
中
點
k

な
い
場
合
1

.

1
 

3

:0
。
=
.

 ̂

c

o

f
 

.CO 

■〈

^

'

■

瞋
格
办
立
場
か
ら
見

IV

第
二
十
#

c

s

 

: 

2
 猇

ニ

一

九



箔

ニ

志

2

.三
0)

眦
-#
黎

の

法

糊
 

笫
|
號

一

三

0

1

て
、H

恶V
J

供
給
.

V
J

は1
.

對
一
の
關
係
を
な?:
ぬ
。.

^

^

又
撕
#

成
：は
讀
喪
の
立
場
か
らta

n

 3
0
。

.
V'
'
J
. .'(
'
‘-

へ
：

,-
'
:,
:
.
'
.
,.
.
-

「

.

.

.

,

:

:观

：.：

c
o
t

 

3
0
。
=<.
3

從
て
.

O M
V
JP M
芒

は
一
對
一
の
關
係
を
な3

ぬ
。
此
等
の
事
實
は
皆
ょ
く
社
會
科
學
の•

法

則

致

す
.芩
°

て

:)

 

■ 

V
 

: '

:■

九

:

數
學
土
の
問
題
"
-其
.の
貳
0

':
ク
 

.

;

C

A)

は
與
ベ
ら
れ
た
圓
を
內
へ
內
へ
ど
內
省
し
自
覺
し
て
其
が
社
會
科
學
の
法
則
を
滿
足
せ
し
む
る
事
を
見
た
。
內 

:

へ
內
へV

J

內
省
し
自
覺
し
て
行
け
ぼ
與
へ
ら
れ
^
!圓
似
，點

圓

P
o
i
n
t

 

d
r
c
l
e

R

歸
す
る(

学
救
0

及
び
衝
動
ヵ
〇
參 

照)

.

(

九〕

は
與
へ
ら
れ
•
圆
を
外
へ
展
開
し
て
行
ぐ
。(

一)

饭
格
の
箄
ま
る
，
に
於
，て
雷
要
ど
佻
給
ミ
は
相
等
し
ど 

す
れ
ば
、
惯
格
0

な
る
時
供
給
の
0̂

、

」

.需
麗
み
,

ど
«

相
等
し
0

ー}
禪
じ
^
^
^
^

o

w

n〇A

 =

 0
A
"
(

コ
ー)

價
格
砍
&

つ
商
版
は
價
锻
»

6

に
實
^

れ
る

S

ず

れ

ば
o

B

、
=
 

(

O

A
、)

第
三
fi

參
照
。
 

(

.
1
.
>味
產
ヵ
が
增
大
し
供
給
が
如
か
ら
0 0
^

增
大
し
だ
に
拘
ら
ず
價
格
ば
相
變
ら
ず
_

紀
止
ま
.る
場
合
が
ぁ
る(

ニ )

. 

«

格
の
定
去
る
點
^

於
て
：窗
要
.ぐ」

供
給
$

は
相
等
し
：ざ
す
れ
ば
、
第
ー
象
眼
^

於
け
る
<
か
ら
ぶ
へ
の
增
大
は
第
二 

象
眼
に
於
け
る
从
か
で
3 0
:へ：の
增
大
を
意
瞰
す
る
0
©

生
產
ヵ
の
.增
大
は
？
 

如
何
な 

る
f

t

も

、

經

濟

的

世

界

の

增

大

;%
*

る
，

從

て
[1
は

_

ひ

。

つロ

減
し
，
價
格
0

立
.場
か
ら
で
は
何
等
の
變
化 

4

な
い
。
，圓
は
依
然
ま
し
て
圓
で
あ
气
'(

四)

注

產

カ

が

增

大

し

た

#

-

生

產

者

の

立

■

か

ら

經

濟

的

世

界

は

.皙

大

-
t ,

一

從
て
經
濟
的
世
界
は
«;
滿
な
圓
で
は
な
く
な
る
圓
周
は
產
む
。但
し
圓
周
が
如
何
な
る
杉
を
ざ
る
か
を
t
際 

的
統
«*
に
侬
.て
明
に
す
る
*
は
今
の
處
不
可
能
で
あ
る
。
«

ん
だ
1|
が
楕
圆
を
取
^

も
の
/マ、|̂
於
わ
ル
办
、
占
1
り

が
增
大
b

だ

場

合§

價
格
i

M
値
の
矛
盾
，
價
格
の
立
場
に
あ
る
も
の
ざ
價
値
0

立
.場
に
あ
る
も
の
^
の
相
異
及
び 

關
係
?:

ょ
く
說
明
し
得
る
9
. 

:

::」

：
 

"
'

(

一)

生
&

カ
の
增
ナ
は
依
つ
て
增
大
し
た
®
濟
的
世
界
は
生
產
者
の
立
場
が
.ら
楕
圓
に
表
は
さ
れ
る
も
の
；と
す 

るC

二
遂
產
者
の
-立
場
は
消
費
者
の
立
場
に
相
對
立
す
る
も
の
故
、
楕
圓
的
世
界
に
；於
，て
は
一
つ
の
中
1>
3

は
ニ
つ 

0
中
、ん
埒
ち
-#
點
^

W
F7
^

に
分
れ
る
®
相
對
觀
が
楕
圆
的
又
.双
曲
線
的
で
あ
る
は
、
楕
圓
及
び
双
曲
線
に
冷
て
は 

中
ぬ
が
ー
一
つ
に
分
た
れ
る
が
故
で
あ
る
。(

三
い
焦
點
ゼ
は
生
產
者
の
立
場
か
ら
ざ
3
し
て
も
豫
定
せ
ざ
る
を
、

^

«
 

識
主
舰
の
點
、
F

は
生
產
者
.が
、
生
產
者
の
立
場
か
ら
>
_消
#

者
0

爲
に
推
定
し
'た
消
費
者
.認

：
識

主

：
觀

の

«

^

あ 

る

I 

マ

」

は
對
^

。(

四)

第

一

象
服
ど
第
三
象
服
ど
は
_

稱
、
第
一
象
服
0

F
を(

F )

k
移
す
。(

五)

B;

上
の 

任
#

の
一
點
朽
に
價
格
が
{
4
.ま
つ
/2
だ
す
れ
ば
、
生
.產
#

,の
立
場
か
ら(

ィ)

«

格
は
疋
"(

口.)

费
3
れ
た
勞
，
は
、 

OF

の
必
®
勞
働
F D

の
余
剩
勞
働
U
.但
し
生
產
濟
が
直
接
關
係
す
る
は(

3

に
®

る
。(

.六

.

)

價
格
が
朽
祀
定
ま
つ
た
ど 

す

德

7

0
價
格
は
现
"
卜
ロ
：襄
さ
れ
：た
勞
働
は
前
ご
同
じ
。
ハ

さ

價

格

が

ゃ

ち

朽…

‘
に
定
ま
る
場
合
は
是 

に
準
ず
"(

八)

生

齡

者

の

立

場

か

ら

"

費

し

た

勞

働(
O
F

 +

 F
B
V

は
直
接
自
分
達
0
も
0

で
あ
6

楚

つ

て

確

か

な 

も
の
で
あ
る
が
、
其

に

對

す

る

價

格

巧

巧
7
 

. :'

.は
自

分

達

の

直

接

關

：與
せ
'ざ

I

の
で
f

不

確

か

な

も

の

；，
 

で
あ
る
。(

九)
P
2
F
<
P
1
F
<
P
3
F
A

 

;

:

:

:の
如
し
。(

十)

從
て
生
產
者
が
«

«
の
現
象
を
兒
れ
ば(

ィ)

同
じ
も 

の
に
等
し
き
も
の
は
相
等
し
か
ら
ず(

ロ )

部
分
は
全

體

に

等

し:;)

部
分
は
全
體
ょ
办
も
大
で
あ
る
0

笫
.ニ

十

卷C 

社
#
科
學
の
法
則

 

2

J

r

t

 
ニ



辨
一
.
1
$ (

一

三
3

跄
會
科
學
の
：法
則

' 

第
.r

號

rr
一
三 

(
-
J 

) 

(

O

F十F
D
)

の
勢
働
が
#
^
れ 

其
の
#

格
^
な
る
商
'品
：を
八
、(

O
F

十 

F
D
)

の
勞
#

か
®

さ

れ

其

の

_
價

格

21
7

の
商 

品
を
:8
彳
01

0

經
濟
的
及
び
非
經
濟
的
原 

.因
：が
作
用
し
T

_
OD
が
變
化
す
る
即
ち
商 

品
f

'

Bは
生
靡
者
の
立
場
か
ら
ベ
が 

R
ii
化
す
，る
。(

三)

任
意
の
割
線
l

M
lD
、

D
x 

F、「

r
r
:

d； PiF
o

a

、

b 

> 

c 

o

F
- 

3

2
p2
み 
2

e
、
f
に
：交

は

る5
す
れ
ば
、價
格
は

同
じ
朽
、
P2
に
定
ま
る
に
拘
、b
ず
、
費

 ̂

•

れ
た
勞
働
は
<
商
品
に
於
て(

を
+
cr
。〉

.

B:
商
.晶
に
。.於

て(
d
e

十
3
 

'に
變
乜
す 

■ 

一
 

;

.
■

る
o (

四)

是
を
、射
影
幾
何
學
の
助
を 

:
! 

* 

籍
つ
て
表
せ
ばa

m
s
s
^
a
、
r
M
S
S

 

w
、
。
.
商

品A

，、̂

ミ
«
價
格
?1
の

立

場

か

.ら

配

激

的

p
e
r
s
p
e
&
v

か

商

品̂

が
B

ざ
«;
«
格
？，
”
の

立

拋

ぃ

ら,̂ 

1
speqt〖 v

e
:

で

ぁ

る、
' 

(

五〕

生

產

ヵ

は

：

社
#
的

に

、

生

產

者

自

身

.
が

意

識

せ

：ざ
：
る
間
に
.
增

大

す

る

も

の

故

、

價

^

の
： 

立
場
か
ら
費
さ
れ
长
勞
働
を
觀
察
ぜ
ん
5
す
る
-
場

合

に

は

，

:>
’
配
M
的
に
、

■

纪
見
る
必
耍
が
あ
る
。

A.
-

社
會
學
激
はj

般
に
彼
.が

取
®

ふ
實
事
材
料
を
配
景
的̂

?

11 

<

に
見
る
必
要
が
あ
ふ
。

(

七)

射
影
擞
何
學
は
、 

如
の
次
しQ

長
さ

や
實
際
'上

0 ;

計
量
^

#

柬
せ
ら
れ
ず
、
圖
形
？
圖
形s
 Q

相
.對
.關
係
を
自
*

自
在
に
硏
究
す
：る
も 

の
故
が
社
會
科
學.の
硏
究
#

に
r i

ぐ
可
ぎ
曝
示
を
與
へi L

つ
彼
が
取
扱̂

材
料
を
極
め
て
正
確
に
處
理
せ
し
め€ 

射
影
輝
何
‘學
の
全
理
論
は
直
ち
，に
非
ユ
ー
ク
ゲ
ッ
ド
幾
何
學
に
適
用
し
得
ら
れ
る
。

M

^

M

何
學
の
硏
究
に
於
て
は
、 

林

養

，
西
#

秀

雄

敦

典

翁

：

「

射

嫣

何

學」

に
負
ふ
所
大
屯
あ
る
。
'

價
格
DB
を
中
心
ビ

し
て
へ
一)

同
じ
も
の
OB
に
等
し
ぎ
も
の
认
s

o ^
ビ

は
相
等
し
か
ら
ず
。(

一I)

部
分
は
全
體
に
等
し
、 

即
ち
價
格
の
立
場
か
ら
で
は
以
さ
00
ビ
の
差
は
|

|

ま
で
あ
る
。線
分
於
上
の
任
意
の
ニ
點
£
.を
取
れ
ぱ
0

>

<
 

o
e
a
o
c

從
て
部
分
が
全
體
ょ
h

も
大
で
あ
6
得
る
o
:以
4

の
說
明
を
理
，解
し
得
る
爲
に
§

、
OG
を
半
徑
さ
す
る 

圓
を
描
き
、
DB
の
延
長
さ
交
は
る
點
を
辺
、
c7
,

す̂
'々

。
斯
ぐ
す
れ
ぼ
生
產
者
め
&

1

1一
一
最
は
價
格
の
國
の
倉

3K
に 

飜
譯
せ
ら
れ
る
0

第
三
_

參
照
0
::
: . 

r从

：

‘
：

.

!

:

生

產

者

の

立

場

か

ら

で

，
は

無

限

.を

問

題

に

せ

g

敬

遠

ず

る

。
.從

て

其

對

象

，

「

般

は

楕

圓

の

：如

く

.閉
ざ
3
れ
て
ゐ
る
。
 

然
し
消
費
者
の
立
^
か
ら
で
«
無
限
が
«

接
.問

腸

'に

な

る

ド

從

で

被

■

の

立

場.か
_ら
«

_
# ,
の
：認

_

の
對
象
ニ

 
S

 

閉
ざ
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
.此
を
楕
圓
R-
相
對
立
す
る一 :

一
次
藤
線
枝
求
む
：れ

ば

：双

曲

線

：を

#

る
^
生
產
者
.の
立
場
炉
6「

空
. 

間
に
は
終
り
が
な
い
然
し
必
ず
し
も
無
限
で
あ
ぞ
必
^

は
な
い」

。消
費
者
，®
立
®
が
^V

「

空
間
に
は
終
^v

が
あ
泰
然 

し
必
ず
し
も
有
限
で
あ
る
必
要
は
な
ぃ」

。消
«
'#
は
；篇

^

縛
も
れ
で
居
る
？

消
费
者
の
立
場
は
生
齑
者
の
立
揚̂
相
對
す
る
V

Q
故
：

f

つ
の
中
心
£
:に
對
じ
セ
二
々
の
中.心
鴻
點
ぉ
ミ
炉
だ
が 

あ
る
o

消
費
者
の
立
場
炉
ら
で
は
供
給
及
び
勞
働
の
世
界
^

は
直
搽
關
#

が
な
：い.，，
德
‘一

.1

象
曝
は
第
四
象
f

對
稱 

第

二

客

ニ

盞)

；3
$

_敬
0 /
蘅
 

：第
1
被

I

H

H

:



敗ii

十

啟

a

3-
:
四)

社
會
科
舉e

法t

第
.

I

一
 

鱗

1

H
四

ヽ
泡
：あ
を
5

翁
®

象
眼
が
取
る
。
第
四
圖
參
照A

馨
ゆ
價
袼
彼
を
_

0
土
^
取
9

、
3P
を
配
最
の
中
心
F

か
6
 

r̂
s
p
e
c
t
i
v
e
—

に
見
れ
ば
、價
格
0?
0
射
影
ど
し
て
曲
線
分
胸
を
得
る
、
 

w

s

§

の
立
場
か
6
見
れM

現
實
R
定
成
る
價
袼
0

®
p'
は
双 

曲
線
土
泠1

.':-

點

定

ま

る

も

の

の

如
<

見
え
：る
。
^

F

^

A

Q
ff
i
 

し
ん
ば
孰
肋
線
の
頂
點
で
あ
る
。
' n

M

S

S

定
點
に
到
る
距
離 

ミ

定

直

線

ね

到

：る

距

離

き

の

比

^

文
1:
&

大

な

る1

定
の
數
に
等
し 

さ
點
の
軌
跡
で
あ
る
.
K
今
準
線(airectrix)

を
D
、
Q

2ぅ
下
せ
る
il
l
 

線
が
^

ミ
齋
は
る
點
を
^

ざ
す
れ
ぱ
F

Q

V.0
F

從
て 

(
®

莰)

。
"消

费

宥

叹

立

場

か

：&

、
.效

用

ば

常

に

價

格

ょ

々

も

大

で

あ 

る
？
推
定
せ
ら
れ
な
タ
準
織
さ
は
消
費
衆
の
立
場
か
ら
想
定
し
た
偾 

格
の
補
の
#

で
あ
’る
，。：
 

，
 

ソ
#

費
漭
の
赃
點
はf

舰文化科學に考へられる

b
:
.双
曲
線
に
¥

る
諸
特
性
は
消
費
者
的
見
解
一
般
文 

« •

學
輸
#
 
見
解
に
よ
ぐ i

 

致
す
.を 
0

0.
,

:

'

'
.一. 

'

:

:

.

'
 

'
'
' 

:

•

:

.

« ,

費
漭
の
立
場
か
ら(

¥

)

陬
1:
:
•も
ゆ
は
#

し
ぎ
唂
•の
は
梢
等
し
か.ら
.す0

1
)

部
分
は
全
體
に
等
し(

三)

部
分
は
全 

體
.ょ
み
も
大
で
あ
る
篆
は| 6
に
条
認
：せ
：
&;

れ
：て
馬
る
0
效
用
_

4

:
理
：學
的
事
實
で
あ
る
：。
文
化
科
學
の
懿
識
ぜ 

感
.性
的
時
間
的
故
ょ;^
社
會
科
學
の
法
：則
を
鑛
足
：せ
し..め
る
。
 

：

.

a

興
へ
ら
S

I

I

I

I
延
長
す
れ
ば(
一
減
l

g

、
Ma
、

Q
.
—

•
: 

‘は
互
に
.平
行
な
‘る
直
線
^
な
る
0

1)

圓
-周
.は
.ユ
I 

/

タ
ッ
ド
幾
何
：

.
學
で
は
直
線
、
双.曲
線
的
幾
何
學
で
は
曲
線9
0

3
。7
么
？

或

はi
i
m
i
t

B-g
-

 

c
^
r
b
e
)

ざ
V:

る
。(

：三)

ー|
般
的
に
は
非「

ユ
ー
ク
リ
ク
ド
幾
何
學
で
は
曲
線̂ 

な
る
S

迄
言
ふ
#

ぎ
で
あ
る
が
，
檟
圓
的
見
解
は
無
限0
半
植
を
問
題
1

せ
' 

;

ぬ
一
故
斯
く
言-.4
?

 

A
四
4

_

線
の
中
心
をa

ざ
呼
ぶ
。
第
五
®]

參
照
。

：

;;
’
價
格
钇
無
限
£

見
る
« ,

言
上
«

は
、
"
經
濟
W

世
界
を
無
限
に
見
る
事
で
あ 

ふ
.:
?
;

^
は
消
©

激
の
、立
場
に
立
つ
：者
に
の
み
輿
は
文
化
的
立
：場
に
あ
る
者
に
’
の
み
許
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
？
®
に
僧

费
者
0

立
璩
文
化
轨
考
の
立
：爆
か
ら
：
.で
は
、
無
限
な
.る
價
格
に
'對
し
て
さ
へ
、

.
f

 

3 

タ
太
な
る
が
の
沢
推
定
せ
ら
れ
る
。
.
從
て
蛾
等
の
爲
ロ
限
界
曲
線
は
直
線
どi
^
0 

線
 
y
j
fs
6

。 

'

「

價
格
を
無
限
に
見
る」

を
1
有
限
：な
る
價
格
を
見
る
見
方
：が
無
限
に
あ
る」

に
■解
す
る 

«
合
\

曲
線
の
中
心
0

を
任
意
の
半
直
線
丨
の
上
に
展
開
ず
る
，
第
六
圖
。
1

の
上
に 

.點
M
、
：N

‘：
を
迄
を
パ

'此

等

の

各

：點

を
®

3

1

.

'

^

f

i

K

^

lp
、
NQ
‘ …

を

引

さ

ノ!?
: 

の
.長
^

を
蹲
へ
.
&
れ
泠
冬
價
格
圮
た
等
し
(,
す

れ

：ば

、
？
、

0
> 

の

軌

跡

ば.ユ
. 

I

ク
リ
ッ
ド
的
に
は
直
線
で
あ
る
が
双
曲
線
幾
何
學
的
^

ぬ
曲
線
^

隹
&
择
目
1
:
-
0
1
1
^

)

ビ
な
右
鎗
裔
。
：
'

1

苹
卷
り 

C
I
H
M

)

社
#
科
素
法
如
：

笫
1
縣

I

證
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S
1
M
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舫
會
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：

：

s

猇

一

1

ハ

、.
の
s

;v
.
靡

の

圆

c
p
r
o
p
e
r
l
d
r
c
i
e
)

は
現
實
の
中
心(real: 

c
e
n
t
r
e
)

^
理
想
的
な
る
_

(

1

巴̂
{»
昏)

W

を
I

つ
.。
 

.

.

 .、
::
;? 

广

'
:
,
:
;

ハ
.
,

(

ニ)

限
界
曲
線| 

(
h
o
r
o
c
y
c
l
e
>

は
触
限
の
遠
き
に
.中
心
を
有
ち
敦
限
が
な.い
：搔
^

の
軸
を
有
っ
。

(

三)

等
距
離
働
線(

e
q
s
f
a
n
^
c
u
r
b
e
)
.

は
理
想
的
^

中
；心
ぎ
現
實
的：

な
軸
:̂
^

有「

っ
。s

i
m
e
r
v
m
e
,
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'

i

十

f t

會
上
の
問
題 

1
ニ
角
形
を
尨
3

0'

A]
就
.0
上
に
任
意
0
1
藤

を

1)
> 
E
. 

€

f

D

9
pi*

0H
§
召81 8
m

;E

を
辕
べ
ば
ち
见
は
疋
^
栩
對
應
す

B e

上
0

凡
て
.
の
.點
.は
凡
て
：之
に»

應
す
杏
點
：を
邱
上
に
見
出
し
得
る
。
逆 

も
眞
で
办
厶
。B G

上
任
激
の
l
iif
i

F

'

G
を
取
.
^
:匁̂

:

<

1

>

_な
&

し
め)

ょ
，
然
ら
ぼ̂

上
0

點

は

凡

て

之
'̂
#

應 

す
る
點
を
F G

上
^

見
出
し
得
る
。
然
ら
ばB;
G

上
の
凡
て
办
點
は
之
は
對
應
す
る
點
を
沿
上
括
見
出
^

得
る
。
ぬ
は
敗 

の
鳴
分
故
、一

難

I

の
相
對
關
係
の
饊
垆
ら
鬼
て.「

部
分
は
_

に
等
じ
。̂

、
E G

の
延
長
が
交
：は
へ
る
、點
をV

、

1

o
且

つ

3
 

V 

B
e

 

V

ら

舰
，、
/E
を
夫
々
D
:、
'

Eの
方
问
に
延
茛
じ
之
を
任
意
の
割
線
.1
に
：て

ぞ

交
.點
を
H

、
+

し
也
る
。
然
ら
ばD

K
+
B
a

 

f
g
,
d
e
,

 

F
G
^
=
H
I

更

にh
i
v
b
c

故
' 1

對
一
の
露
關
係
の
點
か 

ら
見
て「

部
分
は
全
體
ょ
.ぅ
も
大
で
ぁ
.る」

。秦
七
圖
。

r
i ,
一
 

の
栩
歟
關
係
を
夫
此
？

*
D E
に
取
れ
。
夫

§

響
冬
«:
i

:上
：：

サ
對7

.
の
贿
係
を
な
す
0
但
し
此
關
係
を
配 

最

的
|:
見
れ
ば(

ー.)

同
じ
も
の
に
等
し
さ
も
の
は
相
等
し
か&
ず

。
夫
マ」

8

含
は
經
濟
上
玫
冶
上

11
:
'
&
-
^
坊

也

も

て

の
.點
I

て
相
等
し
f

 

f「e
r
g

 

1

般
i

は
夫
忙
及
I

る
も
f

推
f

 

れ

る
丨(

三)

®

分
は
全
體
に
等
し
。
極
め
て
例
外
®.
場
合
夫V」

奏

年

は

形

式

的

片

も

內

容

时

に

も

，

癌

し

。

(

四) 

部

分

は

歲

ょf

大
で
ぁ
る
。
囊

夫

ょ

&-
:
:も

遙

に

優

れ

：
た
：場

命

が

ぁ

.る

:0
我
I

t

棄
愚
關
係
を
S

 

的
に
見
ぬ
成
は
執
は
れ
介
泣
場
生
4
つ

て

見

る

故

正

當

に

，理

解

し

て

'居
ら
ぬ
ミ
ル
の
婦
人
論
參
照
，
經
濟
學
上 

'

鬆
け
る

3

の
分
配
"
；政
治
學
走
於
け
る
S

I

權
利
義
務
、
社
食
學
上
に
於
け
る
：共
同
祉
會
ど
利
益
f

 

等
は
配
燉
的
觀
察
に
依
て
得
る
所
が
：あ
る
樣
R

見

え

ム

？
，
同

じ

豸

の

が

：：
二
：
つ

.在
祖
す
る
必
要
ま
な
い
o 

1

^

^

.

政

,

f*
七
歸
に
は
~
1つ
の
*
:景
0.
中
心
.
4、
、#
ヒj

!

つ
0
Be
.

®

A 

A

B

C
 レ

H

I
ど
が
あ
る
。

h
ĵ
^

a

b

cに
於
け
る
ニ 

邊
朋
^

。或
は
酿
«

の
中
心
<

を
過
ぎ
る
任
意
'の
直
線
が
厶
が 

?

:
に
於
け
.る
ー
_

靡
、
联
を
^
 

1っ
の
組
{
<

) 

之(

•)

€
は
形
式
上I 

—
士
^
關
係
を
な
す
。
斯
ぐ
考
へ
f
 

e 

§
次
0
如
&

>

ク̂
メ
の
有
物
史
觀
^
:
{節

從

：ょ

く

理

解

し

#
 

る

樣

ゆ

晁

え

る
5

1
の
：社

會_
織

：ば
、'總
で
0

生
產
办
が
其
0 

組
織
杓
で
餘
地
ぁ
る
限
々
莉
の
發
滕
を
爲
し
遂
げ
た
後
で
«
け 

れ
ば
ほ
決
D

て
*

覆
し
未
る
も
の
で
な
く
、
.又
新
た
な
本
々
高

(/ 
irw
! 
'
 
'Vi J
I 
V 

二】  
'ィ 
'1 

\
o
r
:
ブ 
く 

'
 

ŷr *EVT̂
rc 
• c

度
1

產
_

係
は
，.

其
0

ち

の

.0

.物
：質
的
存
在
條
#
_が
古
き
社
會
0

胎

肖

に

於

：：て
.學
条
れ
了
る
以
前
•に
於
て
、
0

U

A

b
? 

* 
4 
,
為
-

%
t 
.
 

V
 

k 

k 

b 

» 

l

f

?
1
:十
卷
"

C
U
J
S
)
.

欧
#
科
學
0.
法
則

0 

l
m

I  
n
s
.



i

l

 

d
 

j

 

.

輝 I 
號

1

1

^

霞

乜

^

る

多

爾
«

な

：いa
.替
か
&

人
間
は
s
常
に
自
齒
決
u'

得
^

間
®-

の
み
を
問
題
S

す
：る
も
の
で
あ
.各
、 

何
故
ビ
い
ふ
に
、

一

層
疋
確
に
之
を
«

察
す
る
な
£

ば
、
•問
®

自
體
(±
1.

そ
の
：解
決
に
必
•要
な
物
質
的
條
伸
が
a

: 

存
在
し
て
居
る
か
、
又
は
少
:-
<

言
其
の
生
成
の
過
程
に
钱
る
摄
合
に
の
.み
初
め
て
■發
生
す
る
も
の
だ
‘か
.、ら
で
ぁ 

る」
(

1

.

肇
氏
著
，
：有
#'

緣

硏

究

，
_

物
此
'«

の
公
式
策
阐
節
。
：八
ノ
九
萬
。
借
用)

.
但
3

瞒
史
觀
は
物
^

傷
^

的
は
の
み
限
ら
れ
る
必
要
は
,/
J
:
v

以
上
で
ぼ
ト
务
原
著
、.」

吉
田
好
九
鄭
氏
熱
:'
0

%

而

幾

倾

學

硏

究

法

^
^
^
^
附

錄
 

第1

近
#

B
何
學
大 
i

'#
'
®-
-
村
氏
典
著
、

^
 0
0

0
 

^
 

o 

V 

5
. 

K

5*
d
s 

o
f 

R

l

l
 及
び
特
に 

m
m
g
.

 

F

i

l

l
 

C
o
n
c
e
p
t
s

 

o

鎖

！

g
e
b
r
a

 

a
n
d

 

G
e
o
l
r
s

 

p

ヌ 60
.62

.

に
f

t

,

' 

.

i

 

'へ
.：
 

： 

- 

經
濟
&

說
の
問
題 

，
：：
，

■ 

i

焉

「

ァ
ダ
ム
、

ス
ミ
ス
は
言
ふ『

人
I

み
、
I

貧
し
い
は
、
人
生
の
：_

品
便
利
品
及
び
嗜
好
品
を
享 

1
故
み
得
る
程
度
に
比
# 1
す
る』

气
從
て
價
値
は
其
本
來
に
於
て
富
み

r
i
c
h
e
s
'

 

V
J

は
离
な
る
。
價
値
は
生
產
吻 

の
豐S

の
一
如
何
に
成
、
.

、
生
產
の
•
雛
易
に
.
依
る
が
故
.で
ぁ
.る
。.「

.辟
萬
人
の
勞
働
は
：

H

場
化
於
て
常
に
同}

の
®

値
を
作
-
^出
ず
で
ぁ
K

.

但
し
同|

番

み

茬

為

す

w
達

為

。-
機
械
の
發
明
に
依
り
？
技
®
の
改
典
に

依
b

.

勞
働
の
分
©

を
ョ
.
タ
良
ぐ
す
る
事
'に
ょ
&
成
は
ョ
す
，
.
多

ぐ

の

，利

益.
ぁ

る

交

換

の

行«

れ
得
る
新
市
為
の
發
胤

に
依
て
、一

西
S

人

々

は

、

以

上

揭
f

藤

な

く

生

產

す
s v

想

贫

せ

ら̂

る

或
5

つ

の

社#'
化

於

け

る

？

*

要

品

便

利

品

及

び

嗜

好

品

，

即

ち

富

み

の

一

：

一

倍

或

璧

倍

を
.生
產
し
得
る
.
.で

ぁ

ら

ぅ.。
然
し
彼
等
は
さ
ぅ
す
る
«.
に
.

gで
，
；
^

r
rb
M

-

^

-

1は
.i
て
.の
第
玢.
y
.
於
を
生
翁
す
.る
麵
易
に
.地
例
し

て
、
：
，換

言

す

れ

ば

-:
>
:
«生
產
_に

傯

用

せ̂
れ

な

勞

働

：量{:
比

例
,1
,
て
ノ
俱
値
を
增
し
或
は
減
ず
る
‘が
故
で
ぁ
名
し
d
. 

s
c
a
r

 

犮

•

タ
霞
嘗
的
爲
^

&
管

^

及
®
 
灣
 

_

,H
甚
 t

i
o
n
;

'aited 

b
y
‘； G
o
g
e
r
,

 

p
v
:25 ‘p

 

今
七
處
”
い
拔
辟
#
ら 

典
^
部
分
の
み
を
問
題
に
す
る
。
文
中
の「

富
み」

を「

價
格
を
有
す
る
も
、の
/「

慣
直
.

」

を「

勞
励
_に
以
る
。
然
らV

I
、 

價
狢
の
.立
場
か
ら〔

塞
部
分
は
金
體
11
等
し
ノ
即
も
§
0

;

0

8人
の
勞
.«
.
«、
機
槭
0
發

朋

技

術

の

改

&

:

に
ょ 

り

、
ぬ

成

は

鉍0「

必
翦
品
便
刺
ロ
I

藥

好

品」

も

生

產

す

磊

、

：其

は

價

格

の

戰

片

於

V;

相
等
し
。(

『
0

部
分

は

全

體

ょ̂
^

^
で

ぁ

そ

，
：
即

ち

機

械

の

發

明

技

術

の

改

良

等

の

行

：は

れ

る

以

前

の

；

+

^

は
、
以
後
の
扭
或
は
如

ょ
み
も
大
で
^

る
。

：

：
'

:

,

.

.

: 

. 

:

i
- 

.

,.:

佛
11

西
。
出
世
作
.

「

所
有
ぼ
姑
何
ぞ」

，
相
版
^

六
年
後
に
.p

s
u

d
h

o
n

の
經
濟
學
上
の
主®

著

作

S
y
s
t
6
l

 

f

 
一；

c

遺
 r

a

Q,i
p
t
i
o
n
s

!aK
c
o
n
o
m
i
q

'-g
s

 

o
u

 

p
h
i
l
l
p
h
l
e

cu
e :1 a

;

 

I

 贫
 

Ioo
fe
^

s

R

.*
t

.,
e
>

ま̂
し
た
。
此
#
の
最
も

®

梁
双
#

1

一：章
に
：於
.て
%

翁
者
«

; €

^
^
傅
芑
歲
換
«

値

'̂
(0
1:;:一

# .

！
^

な
名
务Q

を
.說
.い
て
.ゐ
ま
す
。

に
は
：
 

使
用
價
値
ぞ
凌
馨
値
せ
の
ニ
‘夯
面
が
ぁ
る
が
、
如
兩
者
は
翁
駆
供
給
の
戋
配
0

1>
に
'於
て
笏
常
に
相
矛
盾
す
る
：
 

^

0
で
ぁ
气
2
‘使
用
«
値
#

る
务
^

^

^

れ̂
ぼ
;'
>
.其
0
交

：換

價

値

は

卞

落

す

る

：。

M

0

.

價
値
の
%
加
の
蹲 

V
S
,結
果
，
避
ぐ
ベ
か
论
ざ
洚
結
猓
拟
け
其
濃
不
藤
黯
為
洛
。
'
;
:
ヤ
商
品
が
豐
富
さ
な
れ
ば
な
る
減
ヴ
、

そ
れ
は 

.薩

■

に
：
於

て

損

失

し
”
賣
貢
土
に
於
巧
價
値
が
下
落
冰
る
ぽ
肖
家
：の
食
用
^
供
す
る
麥
二
十
袋
を
攸
機
し
た
農
夫 

は
、(

そ
の
十
袋
紮
收
獲
：4
枱
鍚
.合
ょ
シ
も
ユ
.倍
甯
有
淞
石
:̂
の
i

へ
> 
同
樣
於
近
十
ォ
ゥ
ン
:0
絲
%
紡
^
だ
も
や 

は
々
そ
の1,1

十
滋
，オ
ク >

:

絲
'い
た
時
.1
&

%ー：； 1

倍
甯
有
な
义
.も
の
^

考(

る

.
^
ぁ

ら

ぅ

タ

_彼
等
の」

家
^
就
て
云
卜 

ば

々
-者

®
:
g

斷
は
共
は
正
身
い
。

•»
れ
途
令
其
對
^

關
係
に
就
て
見
れ
ば
？
そ
れ
は
佥
然
謬
つ
て
居
る
:7
若
し
燊 

.蜜

屮

卷

.

( 

5

S
 :
馨
科
學
0
法
則
： 

第

一

號

.
1
3.九



第
(

1
,四
'0
'
>
. 

'
社
真
學
‘の
法
則 

第一

練

|
西
0

國
の
穀
物
收
機
腐.
が

苎

倍̂

れ

ば‘

1
1士
袋

の

：
麥

は

：
前

黑

裳

以

：
下

@
價
値
：籠

れ

_
五
飧
沐
タ
ン©
絲
は
土
ナ
五 

沐
ク
ン
以
下
の

.«
値.
に.
賣_

る
で
*

,6
>
ぅ」

ド(

囊

犢

寒

氏_
:
ふ
時
事
新
報
講
義
錄;:
>.
'社

：會
問
題.
«
ブ|九

®

、
，
六

頁 

R
ょ

る)

：
。
交

換

價

値
0
立
場
か.
雇
^(

，
ィ)

部
分
拟
备
體
^
等
し
、
例
ぺ
试
十
袋0,
*
麥
|

」

.
十
袋
の
小
黎
は
筒̂

>° 

(

ロ)

部
分
は
全
體
i
み
も
大
^
あ
^
タ
例
^
诚
十
^
装
の
小
麥
は
^
十
袋
^
小
麥.

 ̂

:■ 

獨
逸
？
マ
ル
ク
メ
.
の

價

値

法

則

扣

從

」

へ
：
ば

、
，
商

品

は

價

値

.
：

(

彼
に«
も
ば.
社
會
的
^
必
寒
«:,
る
^
0
>
通
々
に
賣
& 

れ
る
。

(

資
本
論
第一 :®

參
@

:'
°

$

方
藉
敦
で：

表
は
紫
ば
，
，
；
：“•:- 

.
:M.

 ̂
.. :;...
:

1

、
^

v

♦

‘

 

4
.
^
« 

•

■■
♦
、
* 

•

‘

 

,

»

•

 

♦

 

* 

* 

*

 

,
f 

,

a 

*

 

•

 

•

 

,

 

*

 

•

 

f 

•

 

'

•

‘

 

•

，

•

«.
•

.

‘

 

•

 

a
「

M

)

_

 

- 

’

，
 
I

.:「

然
る
に
マ
：
ルク： .

為Q

生
*
儐
格)

燃

#
從
ベ
：■

刺
外
の
場
合
を
除
で
の
外
疆
實
の
饰
喆
交
換
比
率
は
>
そ 

有
勞
働
量
：ど
は
一.
致

し

：な

：いt'

成
は
そ.
れ.
以
上
或
は
其
以.
T
に
あ
る
、：？M
A
^
#
小.
泉
信.
三
氏
著
"
價
値
論v

社 

會
主
義
ニ.一

三
溧
及
び
資
本
論
第
适
卷"
參
照)
.V
從

て

_ 

“，
フ

：

:'
:
_ 

•
‘,

:
.'.、
.
，へ
.

.

-
,
,

x

c

^

m

)

=

Y—

Y
、

(

»

:

v

:

'

i

:

:

:

;

:

.

.

.:

:

:■
: 

(
2
)

x
(

令
^)

=
Y

十
^(

_

.f
w
，•は

'I., (
s
)

,

耻
會
科
學
の
法
則
第1

へ

j

部第
.： 1:

則
に
從
：ベ
ば.「

部

分

は

，全

體

ょ

れ

も

小

で

あ

-泛

猫
^

方
ft
:̂
⑴VJ §

>」

は

同

時 

に

成

立

し

得

ぬ

、

矛

盾

が

あ

：る

:0
但

し

：第

1
1

部

第

二

則

の

助

を

籍

れ

ば

，：「

部

分

は

誇
 

3
故
方
程
式
0)
ど 

⑶
ど
：は
矛
盾
な
く
兩
寐
し
得
る
。

:':
.- 

:
:,
.';
:
r 

>
.
,
'
:
•
'

.:

.
:

ノ

以

上

揭

ぐ

，
る

三

つ

，
の

‘例
’は
凡

て

：
，動

的

時

間

的

藤

史

的

經

過

を

背

參

ミ

す

る

タ

©

る
問
.
1の
解
決
に
當
つ
て
は
、
.独
'#
科
學
:.
0
法
，則
は
極
め
ゼ
有
用
.で
あ
系
。

v
,
;
v 

;

.:

.
••

—

簡

號

賺

_

目

#

(

大
班
十
四
年
十
ニ
月
號)

■

#

働

者

の

企

業

資

本

參

加
■
_
..
向

井

：
鹿

松

ラ

ツ

サ

テ

ルW

 
ロ

求

ド

べ

：
ル

.
：

ト

ス

.

_

 :
r
.,

小

泉

信

竺

孫

江

一

一

氏

の

社

會

主

義

及

川

V
.
:
M

忠

J
o
h
a
n
n

 

H
e
n
c
h

 

v
o
n
H
h
H
n
e
n

 

Q

 
自

然

賃
銀
論
に
就
い
て
，

 

寺

尨

琢

，
磨

「

國
富
論
緣
後
'V

 

规
_
學
會
«

#

>
 ■:

第
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